
































に盛り込むことにつ て、 これをどんどんやっていくと、 『昔の三三さんじゃなくなっちゃった』 と言われるかもしれない」と彼は言っ いた 、それは悪いことではない と僕は思う。型にこだわる古典芸能愛好会的マニアに「正統派希望の星」と祭り上げら るのではなく、もっと大きく羽ばたく「落語界を背負 て立つ存在」になってくれなければいけ い資質の持ち主なのだ。 （中略）　
まだまだ、完全に「殻を破った」とは言えない。こ





























と「古典落語至上主義的マニア」がせめぎ合う玉石混淆のカオス的活況に他ならない（ 「玉 と「石」が混交しているのはいつの時代も同じではある） 。 広瀬和生は 「古典落語至上主義的マニア」は少数になったと述べているが、勢力としては侮れないものがある。むしろ「本寸法」を錦の御旗に喜び勇んで保守反動に勤しんでいるようにも見え 。現に、平日の池袋演芸場で立ち見が出ることも最近では珍しくない。池袋演芸場と えば都内でも屈指の「通」を自称する人々の集会場のような寄席であった。とにかく数の多寡は置 としても、依然「古典 牙城を守 ている。そしてそのマニアたちが「正統派期待の星」 して目をつけたのが柳家三三だった だ。また、古典落語至上主義者でなくとも三三をそのように位置づけている がよくわかる例として 「柳家三 で北村薫。 」 の公演会場で当日渡されるプログラムにおけ 紹介欄が挙げられる。同プログラムには当日の演目とゲストやお囃子のクレジット、北村薫及び小説の紹介に続き、演者と脚本家のプロフィールが記載されている。そ プロフィールによると、柳家三三「古典落語を得意とし、柳家らしい正統派と評される話芸は、落語通から初心者まで幅広い人気を博す」となってい
る。古典マニアからも、通常の落語会とは異なる興行を主催する側からも「正統派」と評される。これが現在の三三評の最大公約数ということになる。　
だが、三三はその「正統派」に収まるほどスケールの小


























「創意工夫」のあるものが大衆芸能で、 ないものが「伝統芸能」ということになる。これは多分に一面的な見方かも知れないが、少なくとも同じことの繰り返しはジャンルを衰退させるという批評性は妥当だろう。つまり「本寸法」に固執していては もっと言えば、あらゆる囚われから自由にならなけ ば「日曜の朝五時一五分」にならざるを得ない。これは一部のマニア向けであって とうてい大衆的とはいえない。その点で今回の公演は客席数五〇〇を超え草月ホールを早々と完売、 満員にしており、 「日曜 朝五時一五分」とは異なることは示された。　
では実際に公演を検討していく。まず特徴的なのは、同
公演は舞台進行が毎回異 っているこ だ 北村薫の〈円紫さんと私〉シリーズ 語り手の「私」と落語家の春桜亭円紫が日常の謎を解き明かして く短編連作ミステリーであり、毎回何らかの形で落語の演目が登場す 。興行は三三による小説の一人語りと、登場 た演目 実演の二要素を主軸とし それに三三・北村によるポストトークを加えて構成されている。が、この落語の実演が毎回一様で
39
い。六月公演では『夜の蝉』から「六月の花嫁」を舞台化し、最初に「六月の花嫁」 〈前半〉 、仲入りを挟んで「六月の花嫁」 〈後半〉 、 小説を語り終えた後に 「鰍沢」 実演となっていた。これに対して七月公演では同じ短編集から「夜の蝉」を舞台化し、まず 夜の蝉」 〈前半〉 、次に落語「つるつる」 、 仲入り後に「夜の蝉」 〈後半〉という構成であった。そしてこのように構成を変えることに 重要な意味があるのだが、その理由は追って検証する。　
会場に入ってまず目に付くのは舞台中央に設置された高
























てしゃべってるとき、相手が見えてますからね。女だからこういう仕草、口調でこう演じなくちゃいけ いってことではない気がしますね。 」 と発言して る。 女性的な声や仕草を作るのとは別の方法で女を演出するは落語 特徴である。落語の場合、全く女性的な声 なくて 女性だと伝わればよいの あっ 、それを勘違い て妙な高音を出して単に気持ち悪いおじさんになってい 演者 る 、三三はそのあたりのこと 心得ているし腕もある。その落語の技術を使って小説を舞台にかける。それはもう三三の落語なのだ。 してその際、何を着るかも実は問題 はない。柳家三三という名前で舞台に立ち、柳家三三の技術で語ればそれは落語である。　
更に七月公演では間に「つるつる」を挟む形で全体を構







すれば、脚本家の存在を前面に出し、プログラムにプロフィールまで掲載するこ は通常 落語会で あまり例のあることではない。確かに古典落語 は著作権という概念があてはまらない場合も多く、落語家は演じることが第一であって、スタッフが誰かという をあまり気にしな風潮はある。しかし、今回の三三 場合は、演じる とが第一というよりは、興行は総力戦で成りたっていることを惜しみなくさらけ出 ているのでは いだろうか。そう考えるのにはもうひとつ理由があり、原作者・北村薫とのトークも重要な要素になっ いる事実があるからである。今回、全て昼夜興行で演目は同じなのだ トーク 内容は異なるため昼夜両方に来場す 観客もおり、そうした観客のために通し券 発売されてい それほどまも重要視されているのだ。た えば「つるつ 」を巡って
小説中で交わされる芸談を受け、三三は作中の春桜亭円紫の型で「つるつる」をかける。通常はお座敷を中座したい幇間の一八に対して、中座したい事情を知っていながら引き留める旦那が造形されるが、円紫版の「つるつる」では旦那が一八 中座したい気持ち 知らずに引き留めるという形に変えられている。しかしトークにお て三三は、普段の寄席や落語会でかけてい のと違う型で演じることに苦心したと明かす。これなども「本寸法 にと われるのでもなく、独自の演出を考案す の もなく、注文された演出に対応する いう方法もあることを示す好例ではなか。しか それはトークを聴いて初めて得心でき のである。　
前節の結末部において、三三の本領はあらゆる評価に安





「強情灸」 、 夜の部「空飛ぶ馬」と落語「三味線膝栗毛」 。その後、 東京と兵庫で再演された。
２
　






七月二一日、草月ホール、昼夜二回公演。 「 の蝉」と落語 つ


















二〇〇六年四月） 。なお、 「日曜の朝五時一五分」とは特定は出来ないが、 ＮＨＫ「日本の話芸」の再放送か「ＴＢＳ落語研究会」のことを言っているのだろう。
９
　
立川談志『現代落語論』 （三一書房、一九六五年一二月）
10　
高田文夫／笑芸人編『落語ファン倶楽部』
vol.17 （二〇一二年八
月）11　
西森は主宰する劇団の本公演『
23分後』 （二〇一一年一月一五～
二三日、吉祥寺シアター）のクライマックスにおいて ベートーヴェンの交響曲第９番第４楽章（
23分間）に合わせて世界中の様々
な地域で同時に起きている現象を役者の早替えの手法で凝縮してみせるという演出を行った。これは、短い時間に、どこ 何が起きているのか 最重要事項を尺に合わせて編集する演出家・西森の真骨頂であり、本企画の脚本家には適任と言える。
（日本体育大学／豊昭学園
 非常勤講師）
